






要約:思春期における種々のトラプルが、その後経験した妊娠・分娩・産褥における異常

やリスクファクターと関連性を有するか否かを解明する目的で、ニ種類のアンケート調査

を施行した。第一に、分娩を終えた直後の産褥婦人 127 例を対象とした、思春期における

トラプルに関するアンケート調査であり、第二に、1980 年から 5 年間に婦人科外来を月

経異常や月経障害を主訴にて受診した173 例の患者に対する、その後の妊娠・分娩・産褥

に関するアンケート調査である。前者では、思春期での急激な体重の変化を経験した人や

喘息の既往のある人は、異常分娩の率が高かった。また情緒不安定な性格は、妊娠・分娩

に悪い影響を及ぼす反面、思春期での満たされた家庭・社会環境は、妊娠・分娩に好結果

をもたらすことが示唆された。第二の調査では、思春期の無月経は必ずしも予後が不良で

ないことが示された。また、思春期に月経異常を経験した後結婚・妊娠した人の中での自

然流産率や異常妊娠の発生頻度は、通常の成績と大きな差はなかったが、不妊治療後に妊

娠する率が高いことが明らかとなった。


